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教育現場に導入すること（BYOD：Bring your own device）
に伴う留意点などを踏まえ検討を行った。 
2 学校における情報教育と授業支援 
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表 2-2 画面共有を行う授業支援システムの種類 
パソコン授業支援ソフト 
Zetta リモコン倶楽部 Z  


















H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
1 70.6% 73.4% 74.6% 76.5% 78.4% 80.0% 81.1%
2 53.3% 56.8% 58.8% 61.0% 64.2% 66.1% 67.3%
3 54.6% 57.0% 58.3% 61.2% 63.3% 64.5% 65.1%
4 61.3% 64.4% 66.4% 69.7% 72.3% 74.4% 75.2%









5 校務にＩＣＴを活用する能力  
3 
 
表 2-3 授業補助機器として使用される ICT機器 
電子黒板 













































































































2.4.1 スマートデバイス及びノート PC の所有
状況 
アンケート結果より，スマートフォンは約 8割と高い比







































表 2-4 プロジェクタを用いた授業での不満点 

























































1年 2年 3年 全体 
プロジェクタ 81.6% 76.5% 90.3% 82.5%
センターディスプレイ 28.9% 20.6% 16.1% 22.3%
サブディスプレイ 42.1% 44.1% 38.7% 41.7%
画面転送ソフト 28.9% 35.3% 54.8% 38.8%
電子黒板 5.3% 17.6% 6.5% 9.7%
























































































































とになる。( 図 3.2 ) 
 
 










ことができる。( 図 3.3 ) 
 
 










して Youtube へ Uploadすることも可能となっている。 
























































その一例を表 3-1および表 3-2に示す。 
 













































































































した。( 図 4.2 ) 
 
 











































する。読み込まれた HTML に記述された JavaScript により
node.jsのWebSocket サーバへ接続を行う。その後，サーバ
から送信されてきたデータは JavaScript を用いてデコード，
ブラウザ画面上へ表示する。( 図 4.5 ) 
 













































より保持できるようにした。( 図 4.6 上部ボタン ) 
 
 







































図 4.9 Windows PC での表示例 
 
 














ている。( 図 4.11 ) 
 
 









































































































暗くて見えない 1 6 3 0 64% 
文字が小さい 0 8 4 0 67% 
遠くて見えない 1 7 2 1 73% 
一部が隠れて見えない 0 1 0 0 100% 
見る姿勢がつらい 0 13 3 0 81% 











































































































































































































































































えられる。( 図 5.2 ) 
 
 
























































































































































































図 6.1 Wi-Fi機器 50 台接続に対応したアクセスポイ
ント 
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